
第三者評価委員会　　評価表

観点 評価 園長コメント

1 教育活動とその成果 A

・教育活動は，園内の見学で資料の内容への理解が深まり，評価が得られたことは有効で

あった。

中間自己評価について評価「２」をつけた項目においては，最終学期に向けてその項目が上

がるように各教員が意識して取り組み評価が高まるよう努力する。

2 特別支援計画 B

・特別な配慮を要する子どもたちが楽しく園生活を過ごせるように心がける。

該当園児の保護者の願いや考えを受け止めて，家庭との連携も含め対応する。

3 研究・研修 B

次年度からは，理論研修もバランスよく組み込み，多様な研修会を実施することで教員の資

質向上を図る。

4 幼小連携 B

・近隣の小学校との交流会を通して，年長組が小学校への入学に期待感を抱きスムーズに入

学ができるよう，小学校の担当教諭ともアイデアを出し合う。

特別な配慮を要する園児の入学に関しては，小学校の担当教員に細かく丁寧な説明を心掛け

該当児が，安心して通学できるように連携する。

5 保健（健康）管理 B

・毎月の健康目標は，実施後の成果や課題などにも対応する。

・子どもたちが健やかに自信をもって生活ができるよう，一人ひとりに会った援助を心掛け

る。今後も家庭と幼稚園が毎月健康目標を意識して生活することで，子どもたちが様々な環

境に柔軟に対応できるように育てる。

6 安全管理 A
・安全マニュアルを作成し，定期的な訓練を計画的に行い，非常事態に備える。

7 情報提供 A

・ホ－ムページのリニューアルに伴い，在園児ログインページを開設し，保護者がスマホで

情報を得ることが可能となった。

・今後は，重点目標などの取り組みについての情報を発信し，保護者の理解と協力が得られ

るよう働きかける。

8 子育て支援 A

・子育て支援の取り組みが入園者の増加につながるよう，発信にも力を入れる。

次年度は，絵本作家による読み聞かせ等のイベントも開催し，当園を知っていただく機会を

より増やすことを計画している。

9 教育環境整備 A

・教育環境整備については評価者全員から良い評価が得られた。

当園の特色である「さくらの森」「ビオトープ」等の自然環境の維持管理に努め，さらに子

どもたちの活動，教育に活用する。

10 保護者との連携 A

・幼稚園での子どもの育ちを保護者と情報共有し，保育参加を促し，保護者の成長も応援す

ることで，保護者との信頼関係を築く。

11 地域との連携 A

・地域の子育て世代のよりどころとなることを目指し，地域の方に対し，園への誘致を活発

化する。

12 大学との連携 A

・令和4年度，新たに，大学で学んでいる留学生や，産学連携を行っている美術科との連携を

実施した。大学との連携事業は，園児の関心も大きく，視野を広げる効果を感じている。大

学との連携を，付属幼稚園の強みとして教育に取り入れる。

総　　評

13 経営・組織 A

・幼稚園教職員が一体となって運営していることが評価されたと思う。大学との情報交換や

課題の検討を含め，より良い組織づくりへと努めたい。

A

・概ね良い評価をいただいた。

・「特別支援計画」「研究・研修」「幼小連携」「保健（健康）管理」については，評価の

中で指摘された事項（計画性と実施状況，成果，課題の抽出など振り返り）を課題とし，改

善に向けて検討を行う。

・資料での評価に偏らず，園での教育を見学していただいたことは，とても有効であったと

思われる。

イ


